
目的 災害対応力の向上
災害想定

◇南海トラフ巨大地震を想定
（休日午前 9時30分に発生）
◇震源地：和歌山沖、Ｍ９．１、府域最大震度：６強

日時 令和６年1月1７日（水） 9:30～1６:30

重点

◇発災直後の府庁全体の初動対処訓練（安否確認、災害対策
本部会議準備など）
◇発災から９～１１時間後（第２フェーズ）の災害対策

参加機関
(順不同)

大阪府、府内市町村、大阪市消防局、大阪府警察、
陸上自衛隊第3師団、自衛隊大阪地方協力本部、
関西電力送配電株式会社等

時間 訓練目標・狙い 知事、副知事 各部局 災害対策本部事務局 各地域連絡部

初
動
対
処
訓
練

09:30

発災直後、手
順に基づき初動
対処の確認

◇初動対応訓練
（職員参集・安否確認）
◇各部局計画による訓練

応
急
災
害
対
策
訓
練

13:10

１6:00

16:30 振り返り ※部局ごと、別途書面にて提出を依頼

「令和５年度 大阪府 地震・津波災害対策訓練」（概要）

災害対策本部事務局訓練

目的

発災後１１時間が経過した段階における
❶市町村の支援
❷タイムライン（フェーズ２）に基づく応急対策業務の具体化
❸関係機関との連携して訓練

訓練
内容

○ 救助機関、大阪航空局等との連携訓練
○ 防災協定締結先との連携

初動対応訓練

事務局要員（危機管理室公舎待機幹
部職員・近傍に居住する危機管理室職
員・緊急防災推進員）による初動対応
訓練
→ 緊急防災推進員との連携を重視

発災後１１時間
具体的な調整

各部局
訓練

・部局ごと
に立案した
訓練を実施

災害対策本部会議（11:00～）

発災後９時間が経過した会議を開催

－被害状況
－部局からの報告
－阪南市・箕面市とのTV会議
－今後の対応方針のまとめ
－本部長（知事）からの指示等

初動対応訓練

地域連絡部要員
（緊急防災推進員等）

との連携

方針の具現化

その他、市町村要員等、緊急防災推進員の初動対応訓練

知事参加


